
主の復活は わたしたちの希望です

けんりゅう 

　叙階式当日は晴天に恵まれ、多くの方々が参列し、共に

祈ってくださったことに感謝申し上げます。当日の挨拶は

教区時報に書きましたので、ここでは叙階式の朗読箇所や

記念カードのことを申し上げます。

　叙階式の福音朗読はマタイ28・16-20を、第一朗読では

イザヤ43・1-3a,4-5aを選びました。それは、イエス様が

「わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる」

と仰ってくださることが、私たちにとって大きな喜びであ

り、さらに私はイエス様に信頼しながら、教会共同体の中

で信徒の方々と共に歩んでいく司祭でありたいと思ったか

らです。また、信者・未信者を問わず、来てくださった方々

にも、このことを伝えたかったのです。

　イエス 様・神様が「共にいてくださる」ということは、振

り返ってみると高校生・大学生ぐらいのころから

漠然と意識していました。当時は、何か辛いこと

が あ ったり、振 り 返ったりし た と きに「大 丈 夫、

イエス様が一緒にいてくれはる」と思っていまし

た。今思えば、都合よく自分を励ましていただけ

だったかもしれません。しかし、同時に心のどこ

かで「全 部良いよ うにし は る か ら 、やる こ とを

　教会暦の頂点、主の過越の3日間を過ごした私たちは、4月15日、復活の主日・復活の聖なる徹夜祭を迎えました。こ

の夜、7名の方が洗礼の秘跡にあずかりました。また16日、復活の主日・日中のミサにもたくさんの会衆が集い、主の復活を

祝いました。「小羊は羊をあがない、罪のないキリストは、罪の世に神の赦しをもたらされた…死を身に受けた命の主は今

や生きて治められる…わたしの希望キリストは、復活しガリレアに行き待っておられる」。（典礼聖歌351「復活の続唱」）

今も共にいて、わたしたちのために祈っていてくださる主イエスの復活は、わたしたちの希望です。　　　　　　　　（編集委員）

やったら後はお任せするしかない」とも思っていました。

　神学生として6年間の養成を受ける中で、イエス様・

神様が共にいてくださるということが、どれだけ私たち

を支え、希望の源になるかを学び、感じることができた

ので、記念カードでもそのことを表現したいと思いまし

た。

　「イエスがひとりで祈っておられたとき、弟子たちは

共にいた」(ルカ9・18)

　私たちと共にいてくださるイエス様がどのような方な

のか、何を大事にしていたかを思い、わたしたちはイエ

ス様から何を学ぶのかを考えたときに、祈っているイエ

ス様と共にいることが、弟子である私たちの学ぶ姿勢で

あり、祈るイエス様に倣いたいと思いました。

　小教区の現場で過ごしていると、いろいろな

こ と が あ っ て 忙 し い こ と も あ り ま す が 、 沈 黙

の祈りの中で神様とイエス様との関わりを大

切 に す る 司 祭 で あ り た い と 思 い ま す 。 ど う か

これからも私のためにお祈りください。

ルオー画：司祭叙階式記念カード

カトリック河原町教会だより
2017年5月

「いつも　あなたがたと共にいる」 洛北ブロック担当　  大塚 乾隆 神父
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新聖堂建立50周年記念事業～「福音を喜びとし伝え続ける共同体になろう」～

　この度、４月１７日付で洛東ブロック担当司祭に任命

されました。皆さまとともに主に祈り、主の福音のため

に働くことができますことを、大変うれしく思っており

ます。どうぞよろしくお願い申しあげます。

　ここ数年、毎年春に引越しをしているのですが、荷物

をまとめながら、全然使っていないのに、毎回運んでい

る物がかなり多いと思い知ります。引越間際になると慌

ただしくなり、取捨選別がやっかいなので、とりあえず

全部運んでおき、新任地に着いてから順次整理しよう

…。いつもそんなことを考えつつ、結局何もできないま

ま一年が過ぎ、同じ荷物をそのまま次の任地に持って

いく、そんなことを繰り返しています。

　思い返せば16年前、召命のため東京での仕事を辞め

て、持ち物をほとんど捨てて、段ボール箱数箱だけで京

都にやって来たものでした。その後、物がどんどん増え

ていきましたが、2012年、北白川教会で生活していた

ころ、こんまり先生の『人生がときめく片付けの魔法』

という本に感銘を受けて、それに従って「片付け祭り」

を実行し、持ち物が激減しました。そのおかげで、その

後毎年繰り返されることとなる引越しが大いに楽にな

ったのはもちろん、それにとどまらず、あの本からは大

きな影響を受けました。

　片付けを「祭り」と呼んでいることからも明らかなよ

うに、単なる整理整頓のマニュアル本などではなく、自

分の持ち物との対話を通して霊的変容がもたらされる

ことを洞察している、宗教的とも言える本でした。確か

に宗教というのは目に見えない世界を扱うという性質

は持っていますが、人間自体が目に見える物でもありま

す。特にキリスト教は、神様が目に見えるイエス様になら

れたところに決定的な意味がある宗教のはずです。目で

よく見て、手でじっくりと触れて、語りかけながら、自

分の持ち物ひとつひとつと対話していく。そして、物に

「 さ よ う な ら 」 を 言 う 。 こ う し て 押 入 の 奥 で 見 向 き も さ

れずに「葬られている」物が、本当の命を「生きる」よ

うになる。物を捨てるとはそういうことなのだと教えて

くれました。実際に物と向き合い、物を手放す作業を繰

り返しながら、まるでラザロの復活の場面を読んでいる

ような心境を味わったのを覚えています。

　今回、前任地の彦根から京都へ運んだ物の中には、

前々任地の松阪から運ばれたまま、一年間いちども段ボ

ール箱から出されることのなかったままの物もたくさ

んあります。本当に物が生きるように、京都ではもう一

度「片付け祭り」をしなくてはと思っております。

着  任  の  ご  挨  拶 洛東ブロック担当　  菅原 友明 神父

◆ 菅原友明神父プロフィール ◆

「神父様 どうぞよろしくお願いいたします」霊名　　　アンノ
生年月日　1969年12月5日
出身地　　千葉県松戸市
27歳のとき東京立川教会で受洗。31歳の
とき召命を受け京都に。2015年3月7日
河原町教会で司祭叙階。三重ブロック、滋
賀ブロックを経て洛東ブロックに着任。

すがわらともあき

　菅原友明神父が、洛東ブロック担当司祭に任命
されました。菅原神父は滋賀ブロック担当司祭と
して活躍され、この度キム・テジョン神父の後任
として着任されました。
　　信徒一同、心より歓迎申しあげます。

　京都司教区カテドラルである聖フランシスコ・ザビエル聖
堂は、現在の聖堂に建て替えられ今年50周年を迎えます。
「新聖堂建立50周年記念ミサ」は6月18日10時30分から
大塚司教司式でささげられます。記念ミサに合わせて、祝賀
会と共に、この日写真展を開催する予定です。また「河原町
教会だより6・7月号」を特別号として発行の予定です。
◆50周年記念にあたり、懐かしい写真や忘れがたいエピソ
　ードなどを実行委員会までお寄せください。
◆5/10(水)10時から献堂当時を知る信徒が集う「座談会」を
　予定しています。ご希望の方は、ぜひご参加ください。
　　　　　　　　　　　　〈50周年記念行事実行委員会：越知〉

パイプオルガン・コンサート

2017.7.2（日）14:30開場 15:00開演

演奏：米山 麻美（カトリック出雲教会オルガニスト）
場所：カトリック河原町教会聖堂

新聖堂建立50周年記念行事のひとつとして、パイプ

オルガン・コンサートが開催されます。収益金は全

て、熊本地震復興支援として送られます。

　　　　　　 入場料1,000円（全席自由）



　河原町教会出身のガブリエル大塚乾隆司祭叙階式が、3月20日
10時半から行われました。式には、聖堂に入れず前庭まであふれ
る多くの人々が各地から集い、共に祈りお祝いしました。一同、
神様への感謝と喜びでいっぱいでした。
　大塚司教は「役人ではなく、羊のにおいのしみ込んだ牧者にな
りなさい」という教皇の言葉を紹介されました。そして「キリス
トを証しする者は、自分自身がその喜びに包まれていなくてはな
りません。恐れるなと言われる主への信頼を失わず、神の愛を他
者への愛に向けてください」と語られました。　　　　　（編集委員）
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司祭団から＝①大塚乾隆司祭叙階式、マタイ受難

曲コンサート共に終了。協力に感謝②事務室人員に

関しては役員会に一任③事情のある外国人旅行者な

どの緊急宿泊場所を配慮

大塚乾隆司祭叙階式と初ミサ＝3/20の叙階式は

多数の参加者で無事終了。3/26初ミサ、出身教会で

ある当教会でミサ司式

各部会報告＝⑴典礼部＝①3/19、50周年記念マ

タイ受難曲コンサートは無事終了②3/20に大塚乾隆

助祭の司祭叙階式無事終了⑵財務部＝教会維持

費納入台帳の整理と納入依頼を実施予定⑶教育部

＝ ❶土曜学校：①3/27堅信準備講座開催②3/27〜

29教区侍者合宿は無事終了③4/8キム神父最終のミ

サ④4/23初聖体10：30ミサ❷中高生会：①3/12終

業式②4/9新入生歓迎会、新学期開始❸エリの集

い：4/23初聖体パーティーの準備と手伝い❹信徒養

成 ： 「 主 日 の 福 音 を 読 む 集 い 」 毎 日 曜 9 : 3 0 〜

10 :15/301号 ❺ブロック合同教育部会：5/13〜14

中高生会の集い予定。5/14青年のつどい予定。❻キ

リシタン研究会：①4/1香港のカトリック中学校生徒と

教師22名の教会訪問の案内担当②4/21三重セント

ヨゼフ女子学園高校の当教会訪問に対応予定③

4/29バスツアー「右近子ども祭り」に参加❼ザビエル

訪れ会：財務部と協力して訪問開始⑷施設管理部＝

①4/30教会美化デー実施予定、不用品処分も行う。

② 前 庭 の 塗 装 補 修 は 5 0 周 年 実 行 委 員 会 と 協 議

③長机運搬用カゴ車の１台追加購入が承認された。

⑸広報部＝①教会だより6月号（50周年記念特別号）に

昔の写真を掲載。歴史を知る信徒の座談会を企画、

記事作成予定②教会だより郵送を佐川メール便に

変更の案は承認された。

行事予定＝４ページ行事予定欄に記載 

　

協 議 事 項 ＝⑴復活祭について ：準備役割等の再

確認をした。⑵洛東ブロック会議について：①求道

者、地域の人々との交流の場として、ミサ後のお茶

サービスコーナーを広める。②『ラウダート・シ』「高山

右近」の分かち合いをする。③9/3伏見教会でブロック

大会（司教訪問ミサ）開催予定。全部会の合同部会を

開催する方向で検討⑶新聖堂建立5 0周年記念

行事：①聖堂モニターの見積もりと購入検討予定

②明治村旧聖堂「50周年記念ミサ」バスツアーの申し込

み用の文案が出された。③7/2オルガンコンサートの

チラシとチケット作成済み。復活祭後に販売開始

④教会内整理場所について、意見を求める。

その他＝①小教区評議会役員研修会については役

員で調整②「いのちへのまなざし」一世帯一部配布予

定③宮津教会献堂120周年で5/6、10:00記念行事

開催。4/10締め切りで参加者募集

河原町教会4月2日評議会議事録要約大塚乾隆神父様　おめでとうございます

3/26河原町教会で初ミサの後
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曜日日月 行　　　事　　　予　　　定

◇　2017年 5月・6月の行事予定　◇

（6月は予定です。変更の場合があります）

世界広報の日

評議会5月例会　　　　　　　　　　　　　                     世界召命祈願の日

〜14 中高生のつどい　 小教区評議会役員研修会　　

青年のつどい

主の昇天

聖霊降臨の主日　評議会6月例会　南部地区合同堅信式14:00

三位一体の主日

新聖堂建立50周年記念明治村ミサ

キリストの聖体　新聖堂建立50周年感謝ミサ10:30  祝賀会

イエスのみ心

大塚司教霊名〈パウロ〉のお祝い10:30　　  聖ペトロ使徒座への献金

洗礼者聖ヨハネの誕生

聖ペトロ 聖パウロ使徒
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河原町教会　ミサの時間
日曜日  （主日のミサ）

  （主日のミサ）

月曜日

＊英語ミサ            （第2・4週）

7:00

6:30
火曜日 6:30 18:30
水曜日 6:30
木曜日 6:30
金曜日 6:30

18:30

18:30
土曜日 6:30

18:30

10:30
12:00

信仰の学びのお知らせ

◇洛東ブロック信徒養成講座◇

◇南部地区信徒養成講座◇

【河原町教会】  第1土曜日19:30〜20:30 

                                     菅原 友明神父

【山科教会】  未 定

【伏見教会】  毎火曜日10:00ミサ後〜11:30　

                                        一場 修神父

【桃山教会】  未 定

北村 善朗神父「祈りを学ぶ」

（1F集会室/毎月1回木曜日）

◇主日の福音を読む集い◇

　　　　　 毎週日曜日9:30〜10:15

(3F・301号室)

テキスト：『カトリック教会のカテキズム要約』

カトリック河原町教会広報部発行

〒604-8006　京都市中京区河原町三条上る下丸屋町４２３  担当司祭：一場 修

TEL：075-231-4785　 FAX：075-211-8021    ＵＲＬ：http://CatholicKawaramachi.Kyoto

教皇フランシスコ回勅『ラウダート・シ』～共に暮らす家を大切に～紹介

（LAUDATO SI′＝主は讃えられますように）

☆教会でもこの本を用いて読書会を計画中です。

　 教皇フランシスコの声に耳を傾けてみませんか。　

『回勅 ラウダート・シ』 カトリック中央協議会 (1,400円)

　「教皇はこの回勅を通して、人類の共通の家である地球の叫び声に耳を傾け、

大切にすること、責任をもってその自然の美しさを守るために、普段の生活を見直

し、方向性を変えていくよう、回心を呼びかけておられます」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　     　(女子パウロ会HPから)

　昨年11月3日の第37回京都南部ウォーカソンは633名の協力を得て無事

終了し、集まった献金は計1,320,071円でした。内1,200,000円は次の通りに送

金されたとの報告が実行委員会から届きました。（残金は次年度活動費とする）　

①「カトリック北仙台教会東日本大震災支援グループ」へ＝35万円

②「ムリンディ・ジャパン・プロジェクト」ヘ＝35万円  

③「熊本大震災被災者支援」へ＝35万円

④「バングラデシュごはん基金」へ＝15万円

「右近と歩む祈りの旅」ささやかな読書会のご案内
～ユスト高山右近の列福に向けて、8日間の黙想～

時 間：毎回14:00～16:00
場 所：１階集会室

信徒同士の読書会です。お気軽にご参加ください。

テキストは聖堂後方においてありますので、ご自由

にお持ち帰りください。

① 5月 8日　  ② 5月29日　   ③ 6月12日
④ 7月10日     ⑤ 7月24日　   ⑥ 8月 7日
⑦ 8月28日     ⑧ 9月11日（いずれも月曜日）

◆第37回京都南部ウォーカソン実行委員会から最終報告◆

“皆様のご協力に心より感謝いたします”

5月11日(木)　14:00〜15:20

6月 1日(木)　14:00〜15:20

[新]◇南部地区信徒養成講座◇

大塚 乾隆神父「典礼を学ぶ」

（1F集会室/毎月1回水曜日）

◆菅原友明神父の個人講座をご希望の
方は教会事務室にご相談ください。

6月 7日(水)　10:30〜11:50

7月 5日(水)　10:30〜11:50

◇信仰入門講座◇

（１Ｆ集会室）

火曜日10:00 （第４・５・祝休） モンロイ神父

水曜日15:00 (祝休)　　　　　一場 修 神父

木曜日19:00 (祝休)       一場 修 神父

金曜日10:30 (祝休)　       一場 修 神父

　　　　 19:15　　　　　　 村上 透磨 神父
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※どなたでもお気軽にご参加ください。


